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１．研究計画の概要 

塩害(外来塩害)は，海岸付近の構造物やそ
れに付帯する設備等に使用される金属材料
の耐久性を著しく低下させる。外来塩害を引
き起こす最大要因は，風により海から陸上へ
運ばれる飛来塩分であり，(1)その発生量を正
確に推定すること，(2)陸上部への輸送特性を
明らかにすること，(3)コンクリート中への塩
分浸透速度への影響を明らかにすることな
どが，耐久設計の観点から望まれている。本
研究は，これらの全てに焦点を合わせて総合
的な研究を展開し，塩害環境評価システムの
確立を目指す。 

 
２．研究の進捗状況 

本研究では，飛来塩分量を海岸からの距離
に応じて４ヶ所に設置した捕集器により長
期間測定した。測定場所は沖縄本島で，東シ
ナ海に面した国頭村辺野喜で１ヶ所，太平洋
に面したうるま市具志川に３ヶ所である。 

測定の結果，海岸からの距離に応じて指数
関数的に飛来塩分量が減少することが分か
った。 

海岸における飛来塩分の発生量と風向・風
速の関係について，対象海岸から離れた距離
にある気象庁の風況観測データと，飛来塩分
捕集器の近くに設置した Web気象観測装置に
よる風況観測データで比較したところ，気象
庁の風況観測データではあまり相関は認め
られなかったが，捕集器近くに設置した Web
気象観測装置による風況観測データとは相
関が高かった。このことより，飛来塩分量の
発生予測には，対象とする飛来塩分発生場所
（海岸）の風況を測定あるいは推定する必要
があることが分かった。 

任意の海岸における風況を推定するため

に，領域気象モデル(WRF)による検討と空間
補間法(IDW)による検討を,過去 3年間の測定
データで行った。上記の 2 方法と実際の Web
気象観測装置による風況データとを比較し
たところ，上記の 2方法は，推定精度を上げ
るための工夫が必要であることが分かった。   

さらに，本研究では内陸への飛来塩分の輸
送量を移流拡散方程式に基づいて解くプロ
グラムも作成しており，平成２３年度は測定
結果と解析結果の比較検討を行い，内陸への
飛来塩分の輸送量等を明らかにする予定で
ある。 
 コンクリート試験体を用いて飛来塩分量
とコンクリート中の塩化物イオン量を検討
したところ，両者には良好な相関関係が認め
られた。ただし，暴露期間が短いため，今後
も観測を続けてデータを蓄積したい。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
評価理由： 

毎月の飛来塩分測定も実施できており，風
況データも一部欠測があったが，順調に測定
され，それらの相関も得ることができている。
また，飛来塩分の移流拡散解析プログラムも
完成しており，さらに，飛来塩分量とコンク
リート中に浸透する塩分量の関係性も短期
間の知見ではあるが得ることができた。 
以上のことから，研究計画通りに順調に進

展していると判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 前年度までと同じように，飛来塩分量の観
測と風況データの観測を続ける。 
また，今年度以降は，各地点における飛来

塩分量の測定結果と，開発した飛来塩分の移
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流拡散解析手法による解析結果を考察する
ことにより，飛来塩分の陸上部への輸送特性
を明らかにする。また，コンクリート中へ浸
透している塩分量と飛来塩分量に関するデ
ータを蓄積してより信頼性の高い関係性を
導く。 
 さらに，海岸における飛来塩分の発生量を
精度よく推定するために，現在取り組んでい
る領域気象モデル(WRF)と空間補間法(IDW)
による推定精度の改良に取り組む予定であ
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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